Breaking Away
イントロダクション
レースの開始です。サイクリストは、好位をとるため、ずるい手を使ったり、風を利用したりします。
このゲームでは、各プレイヤーは４人のサイクリストからなるチームを管理し、戦略を練ります。
ゲーム概要
３～６人用のレースゲーム。プレイヤーは４名の選手から構成されるチームを統括し、各ターン自分の選手がどのように動くか決定する。各選手の移動は、レースリーダから始め、バックマーカーで終わる。Replacement movement factor(移動力補充力)は各選手の位置関係によって異なる。
得点はゴールラインを越した８位までに与えられ、一番得点の多いチームが勝ち。
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競技コース

コースは４０マスから構成される。周回遅れの選手のために念のため中央に線は引いてあるけれども、コース上に厳密な意味でのレーンは存在しない。つまり、周回遅れの選手は、どちらかの側に置き、他の選手を、もう片側に置く。
周回遅れが発生するのは非常に稀です。プレイヤーは通常、それらの選手はリタイヤさせます。
レースは１００マス走破のため、２．５周しますが、それらは３つのステージから構成されます。
第１ステージ、第２ステージ、最終ステージです。
第１ステージはスタートライン（０マス）から、Sprint Line(33マス)まで続く。
第２ステージは、ちょうどSprint Line(33マス)１周で、第３ステージは、Sprint Lineからゴールライン（２０マス）です。

各ステージをクリアするために各選手はラインを越えなければならない（線上はＮＧ）。
セットアップ
各プレイヤーは色を選択して、その色の選手を４人とる。各選手は見分けできるようにゼッケンをつけている。
テーブルにボードを広げ、各チームの１番走者をスタートラインに置く。各プレイヤーに移動シートを渡す。プレイヤーは４人の選手の最初の移動力を次の制限に従って割り当てる。
第１走者：３０点持ちで、３～４個に移動力を分配する。
第２走者：２５点持ちで、３個に移動力を分配する。
第３走者：２０点持ちで、３個に移動力を分配する。
第４走者：１６点持ちで、３個に移動力を分配する。
注意：セットアップの段階では、誰も１６以上の移動力を使用できない。
後のターンでは１６以上の移動力を使うことができる。
各プレイヤーは自分のチームの色を自分のシートに記入する。２人以上のプレイヤーが同じチームを管理する事はできない。

当面のあいだは、ポイントカードをコースの片側に置く。これで準備は整いました。
ゲームの手順
１．選手の移動
２．得点計算
３．移動力補充力の計算
選手の移動

第１ターンを除き（下記参照）、移動は常に先頭から後方に移動していく。
もし、２人以上が同じマスにいる時は、内側に近い人から先に移動する。
レースリーダーから移動していく。リーダーはその選手に利用できる移動力を選択し、公開する。
そのプレイヤーは選択した移動力に応じて、選手を進める。この手順を２位から同様に最後尾の選手まで行う
選択した移動力を各プレイヤーに配られた移動シートの対応する選手のところにチェックしていく。
未使用の移動方法が次の行にコピーされる。各選手はそのステージで空の移動力がある。
既に選手のいるマスに入った選手は外側に配置する事を忘れないようにする。
第１ターンの移動
第１ターンに限り、一番最初に移動するプレイヤーをランダムに決める。以後、時計回りに全ての第１走者が移動し、以後第２、第３と進んでいく。
得点計算
	1位
	10点
	5位
	4点

	2位
	8点
	6位
	3点

	3位
	6点
	7位
	2点

	4位
	5点
	8位
	1点


最初にsprint finish lineを越えた８人の選手に上記ポイントが与えられる。
ポイント計算の基準は、あくまでも先に超えたかどうかであり、どれだけ遠くに進んだかではありません。ゲームはゴールラインを８人の選手が越えた時終了し、その時も得点計算が起こります。
得点は以下の通りです。
	1位
	20点
	5位
	8点

	2位
	16点
	6位
	6点

	3位
	12点
	7位
	4点

	4位
	10点
	8位
	2点


得点計算は、３回起こり、最後は得点が倍になります。
獲得した得点は、分配されたスプリントカードを元にシートに記入しておく。他人から点数を尋ねられた時は、得点を教えなければならない。
移動力補充
１人のプレイヤーは、アナウンサーとして割り当てられるべきです。
他のプレイヤーはアナウンサーが各選手の移動力補充を発表している時、静かにしなければならない。
静かにしないプレイヤーはアナウンサーから有罪と見なされ、ゲームから除外される。
移動力補充は以下の通りです。
自分の前のマスにいる選手の数を数える。空いているマスのところで数えるのをやめ、３を足す。
例：（上図）
ＡとＢは自分の前に何もいないので３を補充する。
Ｃは自分の前に２人いて、スリップストリームボーナスを受け、３＋２で５補充する。
Ｄは３名いるので６補充する。
Ｅは、空いているマスがあるため、３補充する。
（訳者注：これは、前のターンで使用した移動力の変わりに補充される移動力の事で、前のターンからコピーした移動力のうち、空いている欄にこの移動力補充で獲得した移動力を書き込みます）

（訳者注：単独トップに出た瞬間の選手については、この項ではなく、下記特別ルールに従う）
特別ルール
これは単独トップに躍り出た選手の移動力補充に関する特殊ルールです。
先頭に躍り出たターンに、その選手は、２位との差に等しい数の移動力補充を受け取る。
これを、”breaking away bonus”と呼びます。
もし、後続のターンにそのリーダーが先頭を維持していたなら通常の３移動しかできない。

彼が先頭から脱落し、再び首位に返り咲いた時には、breaking away bonusがもらえる。
例）
ターン４に赤の№2は２番手の白の№1を６マス、突如突き放してトップに立った。彼のリードは６マスなので、赤２は６の移動力補充を得る。
次のターン、赤２はトップをキープして、移動力補充３を受け取る。
ターン６に、赤の２と白の１の両方がトップです。両方とも単独トップでないため、移動力補充３を受け取る。
ターン７で赤２は白１に１マス差をつけて、再び単独トップに出た。よって、彼の移動力補充は１です。
勝利条件
８選手がゴールしたらゲームは終了する。同点の時は、より上位に選手がいるプレイヤーの勝ち
オプションルール
Group breakaways
Breaking awayルールはライバルチームの選手との差をカウントするように変更する。
第１ターンの混雑
第１ターンに限り、５台以上の選手がいるエリアを密集マスと呼ぶ。このマスにいるプレイヤーの移動力補充は３に固定です。また、他の選手にとって密集マスは空きマスと同様の扱いになります。
よろめきスタート
全員が同じ場所からスタートするのではなく、№１選手はスタートライン（０マス）、№２選手は３９マス、№３選手は３８マスからスタートする。
ＦＡＱ
Ｑ：チーム移動のvalueは公開ですか非公開ですか？
Ａ：これはゲームする人の嗜好によるので、難しい質問です。つまり、全ての選手が全てのターンに最善手を打つ事を目的とすれば、かなり時間がかかるでしょう。
しかし、このゲームはほとんど勘に頼って、プレイをサクサク行うようにデザインされています。
私見では、全ての移動valueは非公開ですが、もし望むなら公開しても構わない。
上記の例外は、他のプレイヤーが、№２の選手の移動力を№３の選手の移動力に使うといったミスを犯していると思われる時です。これが発生した時は、ゲームをいったん中断し、間違いがあるかどうか確認します。もちろん、中にはこれを悪用しようとする人がいるかも知れませんが、そういう人は、早晩、一緒にゲームをしてくれる人がいなくなるでしょう。
Ｑ：セットアップ時、プレイヤーは３移動力のひとつとして、０の移動力も利用できますか？
Ａ：選手は０の移動力で開始する事はできない。ルールでは、１～１５の移動力で開始する事になっています。
Ｑ：セットアップ時、１５を越える価値のところに置く事が出来ますか？　それとも、ルールで１５越えは禁止されているのですか？
Ａ：第１ターンに１５越えを開始時に選択する事はできない。
Ｑ：BreakingAwayルールで、１人のプレイヤーが（図１の例では赤２が６進む）＋３だと主張した。
もし、＋３が無いのなら、１マスしか進めない場合、これはボーナスではなく、ペナルティでは？
Ａ：ルールでの説明は正しく、３未満の移動力補充になる事もあり得ます。もちろん、bonusという言葉の意味からすれば、breakingawayしない時よりも、大きい数字になるべきだという点には同意します。しかし、このゲームで他のプレイヤーよりもゆっくり移動するのは、スリップストリームが利用できるので、良いことです。ですが、まだボーナスなのに３未満という事にこだわりがあるかも知れません（わかりました。その言葉は適切ではなかったかも知れませんが、ルールは有効です）。
つまり、集団に残っていれば良いのに、２マス以下で中途半端にトップに躍り出るのが悪いという風に解釈して下さい。
Ｑ：周回遅れの選手も移動力補充の時、考慮されるのか？
Ａ：周回遅れの選手は全く別のグループとして考えるので、カウントされません。
Ｑ：リタイヤはどういう時に発生するのか？
Ａ：全員が同意した時できる。
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